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4-2 IM 706111-12J

4.1　ステータスレポート/4.2　ステータスバイト

各レジスタ・キューの概要
名称 機能 書き込み 読み出し

ステータスバイト － シリアルポール
(RQS)，*STB?(MSS)

サービスリクエスト ステータスバイト *SRE *SRE?
イネーブルレジスタ のマスク

標準イベントレジスタ 機器のイベント(1)－ *ESR?
標準イベントイネー 標準イベントレジ *ESE *ESE?
ブルレジスタ スタのマスク
拡張イベントレジスタ 機器のイベント(2)－ STATus:EESR?
拡張イベントイネー 拡張イベントレジ STATus:EESE STATus:EESE?
ブルレジスタ スタのマスク
状態レジスタ 現在の機器の状態 － STATus:CONDition?
遷移フィルタ 拡張イベントレジ STATus:FILTer STATus:FILTer<x>?

スタの変化の条件 <x> <x>
出力キュー 問い合わせに対す 各問い合わせコマンド

る応答メッセージ
を格納

エラーキュー エラーNo.とメッ － STATus:ERRor?
セージを格納

ステータスバイトに影響を与えるレジスタとキュー

ステータスバイトの各ビットに影響を与えるレジスタを
整理すると，次のようになります。
標準イベントレジスタ ：ステータスバイトのビット5(ESB)を1/0にセット
出力キュー ：ステータスバイトのビット4(MAV)を1/0にセット
拡張イベントレジスタ ：ステータスバイトのビット3(EES)を1/0にセット
エラーキュー ：ステータスバイトのビット3(EAV)を1/0にセット

各イネーブルレジスタ

各ビットをマスクして，そのビットが1であってもス
テータスバイトの要因にしないようにできるレジスタを
整理すると，次のようになります。
ステータスバイト ：サービスリクエストイネーブルレジスタにより，各ビッ

トをマスク
標準イベントレジスタ ：標準イベントイネーブルレジスタにより，各ビットをマ

スク
拡張イベントレジスタ ：拡張イベントイネーブルレジスタにより，各ビットをマ

スク

各レジスタの書き込み/読み出し

たとえば，標準イベントイネーブルレジスタの各ビット
を1または0にするには，*ESEコマンドを使います。ま
た，標準イベントイネーブルレジスタの各ビットが1で
あるか0であるかを確認するには，*ESE?コマンドを使
います。これらの各コマンドについては，第3章で詳し
く説明しています。

4.2　ステータスバイト

ステータスバイト

7 6 ESBMAVEES EAV 1 0
RQS

MSS

●ビット0，1，7

未使用(常に0)
●ビット2　EAV(Error Available)

エラーキューが空でないときに1にセットされます。
つまり，エラーが発生すると1になります。4-5ページ
を参照してください。
●ビット3　EES(Extend Event Summary Bit)

拡張イベントレジスタと，そのイネーブルレジスタの
各ビットの論理和が1のときに，1にセットされま
す。つまり，機器の内部であるイベントが起こったと
きに1になります。4-4ページを参照してください。
●ビット4　MAV(Message Available)

出力キューが空でないときに1にセットされます。つ
まり，問い合わせを行って出力するべきデータがある
ときに1になります。4-5ページを参照してください。
●ビット5　ESB(Evenvt Summary Bit)

標準イベントレジスタと，そのイネーブルレジスタの
各ビットの論理和が1のときに，1にセットされま
す。つまり，機器の内部であるイベントが起こったと
きに1になります。4-3ページを参照してください。
●ビット6　RQS(Request Service)/MSS(Master

Status Summary)

ビット6以外のステータスバイトと，サービスリクエ
ストイネーブルレジスタの論理積が0でないときに，
1にセットされます。つまり，機器がコントローラに
サービス要求をしているときに1になります。
RQSは，MSSが0から1になったときに1にセットさ
れ，シリアルポールか，MSSが0になったときにクリ
アされます。

各ビットのマスク

ステータスバイトのあるビットをマスクしてSRQの要
因にしたくないときには，サービスリクエストイネーブ
ルレジスタの対応するビットを0にします。
たとえば，ビット2(EAV)をマスクして，エラーが発生
してもサービスを要求しないようにするには，サービス
リクエストイネーブルレジスタのビット2を0にしま
す。これは*SREコマンドで行います。また，サービス
リクエストイネーブルレジスタの各ビットが1であるか
0であるかは，*SRE?で問い合わせられます。*SREコマ
ンドについては，第3章をお読みください。


















































	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	





